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出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
原
子
力
損
害
賠
償
及
び
当
該
事
故
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起
因

と
す
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エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
野
田
聖
子
君
提
出
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
原
子
力
損
害
賠
償
及
び
当
該
事
故
を

起
因
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
及
び
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
我
が
国
の
発
電
電
力
量
は
、
九
千
五
百
六
十
四
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
平

成
四
十
二
年
度
に
お
け
る
発
電
電
力
量
は
、
経
済
産
業
省
が
平
成
二
十
二
年
六
月
に
公
表
し
た
「
二
〇
三
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
の
姿
」
に
お
い
て
は
一
兆
二
百
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
と
試
算
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
が
電
力
需
要
に
直
接
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
在
基
幹
電
源
と
し
て
年
間
発
電
電
力
量
の
約
三
割
を
担
っ
て

い
る
原
子
力
発
電
の
在
り
方
や
電
気
事
業
の
在
り
方
を
含
め
た
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
を
踏
ま
え
、
国
民
各
層
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
予
断
な
く
議
論
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
の
見
直
し
や
将
来
の
電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
議
論
の
中

で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十

一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
及
び
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
意
見

一



を
聴
き
、
見
直
し
の
案
を
作
成
し
た
上
で
、
閣
議
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

「
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
五
月
十
三
日
電
力
需
給
緊
急
対
策
本
部
決
定
）
に
お
い
て
は
、

電
力
需
要
の
抑
制
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、
使
用
最
大
電
力
を
抑
制
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
需
要
家
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
操
業
・
営
業
時
間
の
調
整
及
び
変
更
、
休
業
日
及
び
夏
季
休
暇
の
分
散
化
等
に
計

画
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
企
業
活
動
に
極
力
支
障
の
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下
「
原
賠
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
「
異
常
に
巨
大
な
天
災
地
変
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
法
案
提
出
時
の
国
会
審
議
に
お
い
て
、

「
人
類
の
予
想
し
て
い
な
い
よ
う
な
大
き
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
全
く
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
事
態
」
で
あ
る
な
ど
と
説
明

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
は
、
一
義
的
に
原
子
力
事
業
者
が
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
今
回
の
東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
の
福
島
第
一
原
子
力
発

二



電
所
及
び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
」
と
い
う
。
）
に
係
る
原
子
力
損
害
に
つ

い
て
は
、
同
項
た
だ
し
書
で
は
な
く
、
原
子
力
事
業
者
が
そ
の
賠
償
責
任
を
負
う
と
す
る
同
項
本
文
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
対
応
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
二
十
三
年
五
月
十
日
に
は
、
東
京
電
力
か
ら
海
江
田
原
子
力
経

済
被
害
担
当
大
臣
に
対
し
、
原
子
力
事
業
者
が
原
賠
法
第
三
条
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
行
う
た
め
に
必
要
な
援
助
に
つ
い
て

規
定
し
た
原
賠
法
「
第
十
六
条
に
基
づ
く
国
の
援
助
の
枠
組
み
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
」
い
と
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
、
三
の
�
及
び
四
の
�
に
つ
い
て

東
京
電
力
は
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
の
収
束
に
向
け
た
対
応
に
係
る
費
用
の
増
大
や
火
力
発
電
に
必
要
な
化
石
燃
料

の
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、
賠
償
に
係
る
費
用
に
加
え
相
当
な
資
金
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
一
方
、
資
金
調
達
の
面

で
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
二
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二
十
三
年
五
月
十
日
に
は
、
東
京
電
力
か

ら
海
江
田
原
子
力
経
済
被
害
担
当
大
臣
に
対
し
、
原
子
力
事
業
者
が
原
賠
法
第
三
条
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
行
う
た
め
に
必

要
な
援
助
に
つ
い
て
規
定
し
た
原
賠
法
「
第
十
六
条
に
基
づ
く
国
の
援
助
の
枠
組
み
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
」
い
と
の
要

請
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
と
し
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
必
要
な
援
助
と
し
て
、
「
東
京
電
力

三



福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
五

月
十
三
日
原
子
力
発
電
所
事
故
経
済
被
害
対
応
チ
ー
ム
決
定
。
以
下
「
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
」
と
い
う
。
）
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
電
力
そ
の
他
の
原
子
力
事
業
者
の
資
金
調
達
が
困
難
と
な
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
は
、
原
子
力
事
業
に
係
る
巨
額
の
損
害
賠
償
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
全
て
の
原
子
力
事
業

者
が
、
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
、
本
来
あ
る
べ
き
原
子
力
発
電
の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
東
電
と
国
の
負
担
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に

係
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
賠
法
に
基
づ
く
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
よ
り
政
府
か
ら

東
京
電
力
に
補
償
さ
れ
る
額
を
超
え
る
分
は
、
原
賠
法
に
基
づ
き
一
義
的
に
賠
償
責
任
を
負
う
東
京
電
力
が
負
担
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

四



政
府
と
し
て
は
、
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
の
決
定
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
三
年
五
月
十
日
に
、
東
京
電
力
が
「
全
て
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
協
力
を
求
め
、
と
り
わ
け
、
金
融
機
関
か
ら
得
ら
れ
る
協
力
の
状
況
に
つ
い
て
政
府
に
報
告
を
行
う
こ

と
」
を
、
東
京
電
力
に
確
認
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
発
言
は
、
「
金
融
市
場
の
ル
ー
ル
を
無
視
」
し
、
政
府
が
金
融
機
関
に

東
京
電
力
に
対
す
る
貸
付
債
権
の
放
棄
を
法
的
に
求
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
当
該
確
認
事
項
を
踏
ま
え
、

政
府
が
東
京
電
力
に
公
的
資
金
の
注
入
等
の
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
的
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
東
京
電
力
が
「
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
協
力
を

求
め
」
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
東
京
電
力
及
び
東
京
電
力
の
「
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
間
の
立

場
で
、
必
要
な
協
力
に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
当
事
者
、
国
（
納
税
者
）
、
契
約
者
以
外
の
支
払
者
（
た
と
え
ば
、
他
電
力
会
社
）
を
認
定
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
を
含
む
原
子
力
事
業
に
係
る

巨
額
の
損
害
賠
償
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
全
て
の
原
子
力
事
業
者
の
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
、
本
来
あ
る
べ
き
原
子
力
発
電

の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
電
力
の
そ
の
他
の
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

五



ぞ
れ
民
間
の
立
場
で
、
必
要
な
協
力
に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
一
般
電
気
事
業
者
の
社
債
権
者
の
法
的
地

位
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
支
援
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
お
尋
ね
の
「
超
法
規
的
措
置
」
を
採

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六


